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有限温度におけるカイラル対称性 とそのゲージ依存性

1.研 究 目的 ・内容

相転 移現 象の ひ とつ と して知 られる カイラル対称性 の破 れをDyson-Schwinger方 程 式 を解 いて、

分析す る。そのゲー ジ対称性 は、Point-Vertexの 近似 の範囲 にお いては、保証 されないが 、 を保 証

するWard-Takahashi恒 等式が満 た される解が求め られてい るが 、有 限温度で は、 その ような解 が

求め られてい ない。 よって 、その ような性 質 を もつ解 を求め、 カイラル対称性 の温 度依 存性 を信頼

で きる形で明 らか にす るこ とで、相転 移の構造 を定量 的に も理解で きる ようにす ることが 目的であ

る。

2.研 究方法 ・計算 方法

P=0近 傍で の解 の振 る舞 い に計算誤 差 の影響 が大 きい こ とが、分析 の障害 となってい るので ・

数値積分か らsingularな 部分 を除去す る ことを試み る。被積 分関数の正則化 によって、計算結果 の

精度 を高め、P=0近 傍 の計算精度 を上げ、分析 を行 う。

3.研 究成果

P=0近 傍 の解の振 る舞 いはか な り改善 されたが、 よ り信頼性 の高 い解析 にはさらに改 良の必 要

がある。不連続性 ・SingUlarityに ついて は、ゲージに関する部分以外で も、 よ り精査 する必 要があ

る と思 われる。

4.発 表 ・出版実績 または予定
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